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報道発表資料 

令和8年3月11日 

独立行政法人国民生活センター 

 

空調能力のない“エアコン”に注意！ 

 

 

１．目的 

家庭で使用されるルームエアコンやポータブルエアコン、いわゆるエアコンは、室内の温度

や湿度を調整する空調機器で、主に冷房・暖房・除湿機能を備えています。その種類には壁掛

け型、天井埋込型、窓用、床置き型などがあり、設置場所や用途に応じて選ばれます。近年で

は、快適性と省エネ化などの環境配慮の両立が進んでおり、住環境において、なくてはならな

い存在となっています。 

当センターでは、これまでに「冷暖房機の冷房機能を使用したところ、吹き出す風が冷たく

感じられない。商品に問題がないか調べてほしい。」という商品テスト依頼を受け、調査した結

果、冷却器等の空気を冷やす機構や部品そのものが搭載されておらず、冷風モードに設定して

も室温と同等の温度の送風しかされない商品を確認しています。 

PIO-NET（注１）には、インターネットショッピングで購入した、置くだけで空間の温度を上げた

り下げたりする“エアコン”のような性能をうたう商品(冷風扇（注２）を除く)に関する相談が継

続的に寄せられています。また、これらの中には広告のように冷えないといった冷房機能に関

するものだけでなく、暖房機能について、「〇〇秒で△△℃上昇させる」や「○秒即暖」といっ

た広告があるにも関わらず温風が出ない、温まらないなどの相談内容も含まれています。 

そこで、これらの空間の温度を上げ下げする、“エアコン”のような性能をうたう商品につい

て、ルームエアコンや冷暖房機器の構造及び特性を踏まえ、広告の内容に対する機能や性能を

調査し、消費者に注意喚起することとしました。 

 

（注１）PIO-NET（パイオネット：全国消費生活情報ネットワークシステム）とは、国民生活センターと全国の

消費生活センター等をオンラインネットワークで結び、消費生活に関する相談情報を蓄積している

データベースのことです。消費生活センター等からの経由相談は含まれていません。 

（注２）水が蒸発する際の気化熱を利用して冷たい空気を吹き出すことを目的とした冷却機器を指します。 

 

２．テスト実施期間 

検体購入  ：2025年 8月～12月 

テスト期間：2025年 11月～2026年 2月 
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３．ルームエアコンの構造 

ルームエアコンの基本的な構造は、室内機と室外機がパイプで接続され、冷媒（注３）を循環さ

せて熱交換を行い、室内機のファンで熱交換器に風を当てて冷風または温風を吹き出すことで

冷暖房運転を行うものです。 

冷房時は冷媒が室内機で室内の熱を吸収し、パイプを通じて室外機へ運ばれ、外気に熱を放

出します。暖房時は逆に室外機で外気の熱を取り込み、室内機で放出します。冷媒は気体と液

体を繰り返し変化させながら、熱を移動させる役割を担っています(図 1参照)。 

 

（注３）機器の中で、熱を移動させるために使用される物質のことで、液体が気体になるときには周囲から熱

を奪い、逆に、気体が液体になるときには周囲に熱を放出することを利用して、冷暖房機器や冷蔵庫

等に用いられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室 内 室 外 

図 1．ルームエアコンにおける冷暖房の仕組み 

室 外 室 内 

冷房の仕組み 

暖房の仕組み 
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空間の温度を下げることは、室内の温かい空気を吸い込んで、冷えた熱交換器(冷却器)を通

過させ、温度が下がった空気(風)を室内に吹き出すことで実現します(図 2参照)。 

空間の温度を上げるには、冷房とは逆のサイクルで、屋外から熱を回収して温めた熱交換器

に室内の冷たい空気(風)を当てることで実現できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、ヒーター等を用いる暖房機は、冷媒を用いるエアコン等と比較して消費電力に対する

効率が低く、空間の温度を上昇させるのに必要な時間は、エアコンと比較して長くなり、同じ

だけ暖めようとすると電気料金が高くなる傾向があります。 

暖房能力において、冷媒を用いるルームエアコン及びポータブルエアコンは、消費電力に対

してそれを数倍上回る暖房能力を有しますが、電気ヒーターやオイルヒーター等は、消費した

電力がほぼそのまま暖房能力となります(図 3 参照)。このことから、ヒーター等が、同じ消費

電力で、同じ時間使用した場合、冷媒を用いるエアコンを超える能力を発揮することはありま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注４）暖房効率は市販品の仕様を参考に、ルームエアコンは 2.2kW でエネルギー消費効率 4.68、 

ポータブルエアコンは 2.2kWで暖房時のエネルギー消費効率 2.8 としています。 

 

 

図 3．各暖房機器の暖房能力と消費電力の関係及び効率（一例）（注４） 

図 2．熱交換器による空調の仕組み(ルームエアコン室内機による冷房の例） 

エアコンの暖房は 
約 470W消費して 2200W分の 
暖房能力を出せる 

ヒーター等を用いる暖房は 
消費電力と暖房能力がほぼ等しい 
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４．PIO-NETに寄せられた相談事例 

PIO-NETには、インターネットショッピングで購入した、空間の温度を上げたり下げたりする

性能をうたう電気冷暖房機器に関する相談が、2020 年 4 月以降受付、2025 年 12 月末日までの

間に 3,038件（注５）寄せられ、2024年度は 1,354件と急増し、2025年度も 12月 31日までに 923

件で、2024 年の同期と比較して、件数は増加しています(※2024 年度同期件数（2024 年 12 月

末までの PIO-NET登録分）、図 4参照)。寄せられた相談には、「広告のような温度にならない」、

「冷たい風が出ない」「温まらない」といった申し出が多くみられました［事例中の（ ）内は

相談者の属性］。 

 
（注５）2020 年 4 月以降受付、2025 年 12 月末日までの登録分(消費生活センター等からの経由相談は含まれて

いません)。件数は、本公表のために特別に事例を精査したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例 1】 

動画共有 SNSの広告を見て、卓上ヒーターを購入した。「外は冬でも部屋の中は半袖」と書

いてあるが、顔を近づけないと暖かさを感じない。温風が炎になって吹き出している広告に騙

された。       （2025年 12月受付、80歳代、女性） 

【事例 2】 

動画サイトの広告動画では「スイッチを入れると 1秒で 16度～20度の冷風が出て、クー

ラーが要らない。AI 機能搭載」と宣伝されていた。商品はおもちゃのようで、冷風も出な

い。購入後、契約時に記載した電話番号に不審な電話がかかってくるようになった。 

         （2025年 7月受付、50歳代、男性） 

【事例 3】 

SNS閲覧中に室外機のいらない簡易エアコンの広告を見た。広告には日本の大手電機メー

カーと共同開発のようなことが表示されていた。かなりの風量があり、3分で部屋中冷たくな

るように見えた。商品が届き開封すると、広告とは違って弱い風がどうにか出る程度だった。                                       

（2024年 8月受付、70歳代、男性） 

【事例 4】 

スマホでゲームをしていたら電気ヒーターの広告がでてきた。扇風機のような形をした小さ

めサイズの電気ヒーターで、大手メーカーのマークがついていた。3秒ですぐに暖かくなり電

気代は 1か月 50円程度だというので注文したが、届いたものは思っていたより小さく、たい

して暖まらず、なにより大手メーカーのものではなかった。偽物の粗悪なものだと思う。                                       

（2023年 11月受付、60歳代、男性） 

図 4．相談件数推移 
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５．商品テスト事例 

冷暖房機の冷房機能について、消費生活センターからの依頼に基づいて実施した商品テスト

事例を紹介します。 

（１）依頼内容 

「冷暖房機の冷房機能を使用したところ、吹き出す風が冷たく感じられない。商品に問題

がないか調べてほしい。」という依頼を受けました。 

（２）商品テスト結果 

当該品は、冷風温風モードの切り替えや任意の温度に設定することができますが、設定温

度 16℃(設定できる最低温度)に設定した冷風モードでは室温とほぼ同等の風が吹き出され、

室温より低い冷風は出ませんでした(写真 1参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該品を分解したところ、空気を暖めるヒーターやファン及びそれらを制御する基板等が

みられましたが、冷却器等の空気を冷やす機構や部品は搭載されていませんでした(写真 2参

照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2．当該品の分解調査 

冷却器等は搭載されていなかった 

冷風モードに設定 

設定温度を 16℃とした 

吹出温度は室温と
ほぼ同じだった 

写真 1．当該品の冷風モードでの動作 

ヒーター 

ファン 制御基板 
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６．テスト対象銘柄 

SNS や動画投稿サイト、インターネットショッピングモール等で販売されている商品につい

て、商品ページに「冷房機能」「暖房機能」「○秒即(速)暖」「○秒で室温を△△℃下げる/上げ

る」などと空調機能や性能をうたう広告表示がされた、冷房、暖房、またはその両方の機能を

有することをうたう商品 10 銘柄を無作為に抽出し、テスト対象としました（表 1、写真 3 参

照）。 

 

表 1.テスト対象銘柄 
 

 

No. 
銘柄名 

または品番 
製造または販売事業者 電源 消費電力 

購入価格 

（税込み） 

1 扇風機 
神長(gm.shop) 

（法人番号：なし） 

USB 

バッテリー 
5W \1,680 

2 
壁掛けヒーター 

KT001 

株式会社コアメイトジャパン(COREzo) 

（法人番号:2012801018317） 
AC100V 1500W \7,828 

3 
ポータブル冷風機 

Z10 

ALAS 株式会社(ALAS ショップ) 

（法人番号:8140001133488） 

USB 

バッテリー 
9W \12,800 

4 

静音省エネ 

サーキュレーター 

XT-01 

ZhengZhouXiZouDianZiShangWu 

YouXianGongSi 

（XiZou e-commerce） 

（法人番号:なし） 

USB 5W \1,288 

5 
ポータブルエアコン

CT-106 

Okreform(ウィズレイ) 

（法人番号:なし） 

USB 

バッテリー 
7W \12,980 

6 
2026 年改良モデル 

暖房器具 PTC2000 

株式会社 MediTrip(NOAHshop2 号店) 

（法人番号:4290001086213） 
AC110V～ 2000W \6,580 

7 家庭用ファンヒーター 

鄭州クォーディオ・ネットワーク 

技術有限公司 

（法人番号:なし） 

AC110V 400W \5,580 

8 
移動式小型エアコン 

M60-A 

shanxi xiuyu maoyi 

youxiangongsi(XiuYuShop) 

（法人番号:なし） 

USB 

バッテリー 
3.3W \8,660 

9 
ファンヒーター 

NF-10 

有限会社潮庭商事(ウシオノニワ) 

（法人番号:8021002069270） 
AC100V 1200W \3,380 

10 
セラミックヒーター 

BGJR-BL 

FIREWORKS（ハナビ） 

（法人番号:なし） 
AC100V 600W \3,180 

※このテスト結果は、テストのために購入した商品のみに関するものです。 
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写真 3.テスト対象銘柄（冷房/暖房/冷暖房の表記は広告にうたわれている能力） 

 

  

  

  

  

  

※このテスト結果は、テストのために購入した商品のみに関するものです。 

No.3 No.4 

No.1 No.2 

No.5 

No.7 

No.6 

No.8 

No.9 No.10 

暖房 

暖房 

暖房 

冷房 

冷房 冷房 

冷房 

冷房 

冷暖房 

暖房 



- 8 - 

７．テスト結果(詳細は11．テスト結果詳細を参照) 

（１）冷房機能の調査 

冷房機能を有することをうたう 6銘柄すべてが、冷房機能を有していませんでした 

インターネット通信販売サイト上の商品ページの広告において、空気を冷却する等の冷房

機能をうたった銘柄（No.1,2,3,4,5,8）について、室温 28℃湿度 50％の恒温室内で、冷房モー

ドに設定し、吹き出し口から約 5cm の距離に設置したアクリル板に吹き出す空気を当てた時

の温度分布(サーモグラフィ画像)から、吹き出し口温度を測定しました。 

参考に、冷媒による冷房機能を搭載したポータブルクーラー(消費電力650W)で温度分布を

観察すると、吹き出す冷風により、アクリル板の表面が冷える様子が観察されました(写真4

参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テストの結果、いずれの銘柄もアクリル板表面の温度が下がることはありませんでした。

このことから、室温より低い温度の空気が吹き出すことはなく、広告でうたうような冷房機

能を有していないものと考えられました（写真 5、表 2、写真 11参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 室温 吹き出し口温度 

1 28.6℃ 28.9℃ 

2 28.7℃ 29.0℃ 

3 28.5℃ 28.9℃ 

4 28.7℃ 29.1℃ 

5 28.6℃ 29.0℃ 

8 28.4℃ 29.0℃ 

アクリル板 

吹き出す 
空気 

アクリル板 

検体 

写真 5．冷房機能の調査（No.3の例） 

表 2．冷房機能の調査結果 

写真 4．冷房機能の確認 

冷風によって 
温度が低下している 

ポータブルクーラー 
サーモグラフィ画像 

28.6℃(室温)から 22.1℃まで低下した 
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さらに、これらの冷房機能を有していない 6 銘柄の内部構造を調べたところ、内部には送

風ファンのみで、吸い込んだ空気を冷却するための熱交換器や冷却器は搭載されていません

でした(写真 6、写真 12参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）暖房機能の調査 

規定の時間で部屋を暖めることをうたう 5 銘柄すべてが、時間内に温度を上げることはで

きませんでした 

インターネット通信販売サイト上の商品ページの広告において、○秒、または○分で部屋

中を暖めることをうたう 5 銘柄（No.2,6,7,9,10）について、室温 20℃湿度 50％に設定した

恒温室内に設置し、それぞれ最大出力で 5 秒間(各銘柄の広告の記載内容から設定)動作させ

た際の温風の温度を測定したところ、5秒以内に室温(20℃)より 5℃以上高い温風を吹き出し

た銘柄はありませんでした(写真 7、写真 11 参照)。また、いずれの銘柄も、6 畳の洋室にて

30分間運転させても、5℃以上室温を上昇させることはできませんでした(表 3参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、同一の洋室 6 畳間にて、一般的なルームエアコン(暖房能力 2.8kW)を設定温度 25℃

で 30 分間暖房運転したところ、室温は運転前の 12.3℃から設定温度に近い 24.6℃となり、

12.3℃上昇しました。 

No. 暖房前の室温 暖房開始から

30分経過後の

室温 

上昇温度 

2 13.1℃ 14.8℃ 1.7℃ 

6 13.5℃ 16.2℃ 2.7℃ 

7 15.2℃ 16.3℃ 1.1℃ 

9 16.0℃ 19.7℃ 3.7℃ 

10 16.4℃ 18.0℃ 1.6℃ 

検体 

温度計(3点の平均値を室温とする) 

表 3．暖房機能の調査結果 

写真 7．暖房機能の調査 

写真 6．冷房機能の調査（No.4の例） 

熱交換器や冷却器はみられなかった 

ファン 
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検体(出力が最大になるように設定) 

（３）消費電力に関する調査 

交流電源を使用する 5銘柄すべてで、動作中の消費電力が表示消費電力を下回りました 

交流電源を使用する 5銘柄（No.2,6,7,9,10）について、表示されている消費電力と、実際

に動作させた場合の消費電力を比較したところ、すべての銘柄で実際の消費電力が表示され

ている消費電力を下回っていました(写真 8、表 4参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）取扱説明書の記載内容の調査 

10銘柄中 7銘柄で日本語の記載がありませんでした 

今回調査した10銘柄の取扱説明書の記載内容を確認したところ、7銘柄が英語または簡体中

国語で記載されており、日本語での記載はありませんでした(写真9、写真13参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 表示消費電力 
実消費電力 (AC100V) 

50Hz 60Hz 

2 1500W 982W 958W 

6 2000W 1292W（注６） 1212W 

7 400W 348W 348W 

9 1200W 1131W 1118W 

10 600W 359W 357W 

写真 9．取扱説明書の例（No.4の例） 

（注６）日本の商用電圧とは異なる AC220V を供給したところ、

約 2000W の消費電力となることを確認しました。 

 

交流安定化 
電源装置 電力計(パワーメーター) 

表 4．消費電力の調査結果 

写真 8．消費電力の調査（No.9の例） 
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販売サイト上の広告で冷房機能があることをうたうすべての銘柄で、取扱説明書に冷房機

能に関する記載がありませんでした 

冷房機能を有することをうたう6銘柄（No.1,2,3,4,5,8）の取扱説明書について、使用方法

の記載内容を確認したところ、すべての銘柄で風量の調整方法のみが記載されており、冷房

機能の使用方法や切り替え方法に関する記載は見当たりませんでした(写真10、写真13参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．消費者へのアドバイス 

（１）USB 電源や容量の小さいバッテリー等の少ない電力でエアコンのように部屋や空間の温度

を上げたり下げたりすることはできません 

USB による電源や容量の小さなバッテリーを使用するなど、消費電力が数ワットといった極

めて少ない扇風機やサーキュレーター等の機器によって空間の温度を大きく下げるような冷房

性能を実現することはできません。また、電気ヒーター等による暖房は、局所的に素早く温度

を上げることができますが、ルームエアコン等と比較して、空間全体の温度を上昇させるには

時間を要し、電気をより多く消費するため、電気料金も高くなる傾向があります。適切な商品

を選択・購入できるよう、冷房や暖房の仕組みについて理解を深めておきましょう。 

 

（２）「数秒で室温が変化する」「エアコン並み」等、冷暖房機能の性能を誇張する広告のある商

品は、購入前に記載内容を十分に確認しましょう 

「○畳の室温が数秒で○○度下がる/上がる」、「エアコン並み」のような能力は、家庭用のヒー

ター等やファン、サーキュレーター等の送風機では実現困難です。極めて優れた性能をうたう

商品は、購入前に、冷静になって広告や記載内容を再度確認しましょう。また、特定の団体(大

学、企業、研究所、省庁等)との関係をうたう商品については、購入前にその団体のホームペー

ジや発表情報等を確認するようにしましょう。なお、1日にかかる電気代が数円～数十円で、空

間の温度を短時間で大きく変化させることは、家電では実現し得ないことから、そのような商

品広告がみられた場合は、購入を慎重になるべき一つの目安といえます。 

 

 

 

写真 10．取扱説明書の例（No.1の例、日本語部分のみ抜粋） 
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（３）消費電力や電圧の表示(数値)を確認しましょう 

家庭における一般的なコンセントの定格電圧は AC100V、定格電流は 15A であり、定格消費電

力は 1500W です。これを超える定格消費電力の機器を使用すると、遮断機(ブレーカー)作動の

原因となるばかりでなく、発煙発火等の事故の原因となります。購入前に定格消費電力の表示

が 1500W以下であることを確認するほか、定格電圧の表示に日本で使用される AC100Vを含まず

「AC110V」のみであるなどといった商品は購入を避けましょう。 

 

（４）「どこから」「何を」を買おうとしているのか、購入する前に確認しましょう 

日本語で表示されたサイトで注文したとしても、商品の販売事業者は海外の事業者である場

合があります。「会社概要」や「お問い合わせ」、「特定商取引法に基づく表記」のページをよく

確認したり、インターネット検索で調べたりするなどして、自分が今、どんな事業者から、ど

のような商品を買おうとしているのか今一度確認するとともに、不安な場合は周囲の人に相談

することや、実際の店舗で実物を確認のうえ、購入を検討することも一つの方法です。 

 

９．事業者への要望 

消費者が商品を選択する際に機能や性能を誤認することのない明確な広告表示をするよう要

望します 

冷暖房に関して、実際には有しない機能を表示したり、実際の機能を誇張した表示をしたり

した商品がみられました。消費者が商品を選択する際に誤認することのない明確な広告表示を

するよう要望します。 

 

10．行政への要望 

（消費者庁） 

・冷暖房に関し、実際には有しない機能表示や、実際の能力を大幅に誇張した表示をしている

商品がありました。実際の内容よりも著しく優良であると消費者を誤認させる表示をしてい

る場合には、事業者に対し、広告表示の改善について指導することを要望します 

冷暖房機能について、表示と実際の機能性能が異なる銘柄があった場合、実際には有しない

冷暖房に関する機能を表示したり、実際の機能を誇張した表示をしたりするなど、実際の内容

よりも著しく優良であると消費者に誤認されるおそれがある不当表示を行った場合には、事業

者への広告表示の改善や指導等を要望します。 
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○要望先 

消費者庁                        （法人番号 5000012010024） 

 

○情報提供先 

内閣府 消費者委員会                  （法人番号 2000012010019） 

経済産業省                       （法人番号 4000012090001） 

公正取引委員会                     （法人番号 8000012010021） 

公益社団法人日本広告審査機構              （法人番号 3010005016566） 

公益社団法人全国家庭電気製品公正取引協議会       （法人番号 4010405010705） 

公益社団法人日本通信販売協会              （法人番号 9010005018680） 

一般財団法人家電製品協会                （法人番号 5010005018544） 

一般社団法人日本電機工業会               （法人番号 8010005016727） 

一般社団法人日本冷凍空調工業会             （法人番号 9010405010551） 

オンラインマーケットプレイス協議会           (法人番号なし) 

 

 

本件問い合わせ先 

商品テスト部：042-758-3165 
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11．テスト結果詳細  

（１）広告内容(抜粋)に対する冷房及び暖房機能の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 No.1 冷房機能 

アクリル板 検体 

吹き出す 
空気 

吹き出す空気で温度は変化せず、冷房性能なし 
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No.2 冷房機能 

アクリル板 検体 

吹き出す空気で温度は変化せず、冷房性能なし 

吹き出す 
空気 

暖房機能 

アクリル板 

5秒間で 5℃以上温度が上昇しなかった 

検体 

吹き出す 
空気 
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  No.4 冷房機能 

アクリル板 検体 

No.3 冷房機能 

検体 アクリル板 

吹き出す空気で温度は変化せず、冷房性能なし 

吹き出す 
空気 

吹き出す 
空気 

吹き出す空気で温度は変化せず、冷房性能なし 
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No.5 冷房機能 

アクリル板 検体 

吹き出す 
空気 

吹き出す空気で温度は変化せず、冷房性能なし 

No.6 

アクリル板 検体 

吹き出す 
空気 

暖房機能 

5秒間で 5℃以上温度が上昇しなかった 
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吹き出す空気で温度は変化せず、冷房性能なし 

No.8 冷房機能 

アクリル板 検体 

吹き出す 
空気 

No.7 暖房機能 

アクリル板 検体 

吹き出す 
空気 

5秒間で 5℃以上温度が上昇しなかった 
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No.9 

アクリル板 検体 

吹き出す 
空気 

暖房機能 

No.10 暖房機能 

アクリル板 検体 

吹き出す 
空気 

写真 11．冷暖房機能の確認 

5秒間で 5℃以上温度が上昇しなかった 

5秒間で 5℃以上温度が上昇しなかった 
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（２）熱交換器及び冷却器の有無の調査 

  

  

  

 

 

 

 

 

No.3 No.4 

No.1 No.2 

No.5 No.8 

熱交換器や冷却器はみられなかった 

熱交換器や冷却器はみられなかった 熱交換器や冷却器はみられなかった 

熱交換器や冷却器はみられなかった 熱交換器や冷却器はみられなかった 

冷却器はみられなかった 

ヒーター 

吸気口 

ファン 

ファン 

ファン 

ファン 

ファン 
ファン 

写真 12．熱交換器及び冷却器の調査 
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（３）表示の調査 

１）販売サイトの表示の調査 

表 5．商品ページ広告記載内容一覧（冷暖房機能に関する表示） 

NO. 性能に関する商品ページの記載内容 

1 

冷風扇風機、瞬間冷感、-16℃、16℃に冷却された送風サマークーラー、ターボ圧縮

冷風 4核永磁モーター、エアコンと同じ涼風、輸入消音システム、エンジンターボ

による風の吹き出しで、風がさらに涼しくなる、3秒で 16℃下がる 

2 

冷暖房機能、小型エアコン、急速冷暖房、一定温度暖房、冷温調節、冬の暖房、夏

の冷房、涼しい冷たい風、省エネ補助熱 1000W、強力省熱 1500W、急速昇温で部屋全

体をすぐに暖かく 

3 

COLD超伝導冷却フアン、-20℃急速冷却、1秒で気温を 26℃ダウン！、-20℃の冷風

でひんやり爽快！、5.5～11畳ひんやり、なぜ私たちを選ぶか？冷房力が強く、風が

強いから、超強力！冷風＋強風力、Cold超電導氷磁+V18磁気浮上エンジン+双方冷

風車 16℃の超大強力冷風を瞬発、瞬時に降温強い風量こそ涼しさ、冷房と高温の限

界を突破、ドイツの Cold氷磁冷房ハイテク全身を瞬時に 26℃降温、降温効果が

500％向上、26℃3秒で冷える、特許 V18超高速磁気浮上増圧エンジンで、15メート

ルの超大冷風を派生し、冷風が十分に強ければ涼しさが得られる！、超高速圧縮氷

エンジン、42℃の猛暑にも恐れず、瞬時に全身を冷やす！、全域エアコン冷風-20℃ 

4 

1秒で部屋の温度を下げる、急速冷却、室温が 20℃ダウン、40℃の暑さでもエアコ

ンをつける必要はない、部屋全体が涼しくなる、部屋の全体に冷風を吹き出し、室

温が素早く 20℃下がり、従来品より冷却効果が良い。 

5 

ミニクーラー、エアコンのような扇風機、瞬間冷却、1秒降温、1 秒でわかる冷凍の

原理、冷却エレメント、エアコンの冷房と同じ効果を約 3分ほどで発揮することが

テストされている！ 

6 
瞬間暖房で寒さを防ぎ、冬の暖かさを楽しむ。、瞬間加熱、3000W 消費電力、20秒

で家中を暖める、高速温度上昇 

7 

2秒速暖、部屋中ポカポカ、循環速暖、部屋全体を暖める、1kwh、2秒でぽかぽか、

全体に温度上昇、部屋を暖めるのも省エネも◎、超伝導グラフェン+熱源圧縮ポンプ

従来の PTCヒーターを凌駕する性能、99.9%熱エネルギー変換効率、35℃極寒の環境

でもパワフル暖房、3秒スイッチ ONですぐ暖かい、床暖房よりも暖かい 

8 

空調グレードの冷却システム、タービン集中冷却技術により、古いファンが冷却せ

ずに熱風を吹き出す問題を完全に解決、16℃炭の風が吹く、エンジンのターボ空気

は 3秒で 20℃下がります、クーラー冷却用エアアウトレット直流循環空気により常

に冷気を確保、冷たい風 

9 
33℃極暖！！、速暖効果、1秒即暖、僅か 1秒で暖かくなります、5分はいらない部

屋全体が暖かくなる～、広範囲を暖める最大 10畳対応、約 2秒で体が暖まります 

10 
ヒーター1秒速暖、急速暖房、浴室が一瞬でサウナになる、温かさを瞬時にお届け、

スイッチを入れれば、冷たい空気はすぐに消えます、3秒で暖まる 
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２）取扱説明書の調査(使用方法) 

   

  

  

  

  

 

No.3 No.4 

No.1 No.2 

No.5 

No.7 

No.6 

No.8 

No.9 No.10 

写真 13．取扱説明書の調査(使用方法) 

冷房機能に関する記載なし 

冷房機能に関する記載なし 

冷房機能に関する記載なし 

冷房機能に関する記載なし 冷房機能に関する記載なし 

冷房機能に関する記載なし 

英語、簡体中国語のみ 

英語、簡体中国語のみ 英語、簡体中国語のみ 

簡体中国語のみ 簡体中国語のみ 

英語のみ 

英語のみ 


